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２月１５日（水）に安佐南区総合福祉センター６階大会議室で安佐南区ボランティア 

 連絡会の交流会が開催され、４５人のボランティアさんが参加しました。 

 今回の交流会は、他のグループの活動を体験することで、その活動を知り、いろいろな情報交換をすることで、 

ボランティア同士の親睦を深めた会となりました。 

  まず、アイスブレークでグループを分けると、知らず知らずのうちに会話が生まれ、隣組体操で笑顔いっぱいに。 

次に、手話、点字グループのグループ紹介、点字カレンダーの製本作業を参加者全員で行い、その後、２つの 

コーナーをグループごとに、車いす介助・手作りマフラー制作（２種）を順次体験しました。 

最後に、手話を交えての“幸せならボランティアしよう！”と、全員で「１２の誕生日」を合唱しました。 

その中で、「グループ間での協力や、それぞれの活動を基にした横のつながりができた。」と言う声があがりました。 
                 
                 
                 
                 
                 

（幸せなら足ならそ～♪トントン♪） 
                 

（車いす介助方法の説明）     （男性もできるリリアン編み） 
                 
                       

                  
                              （点字カレンダー製本作業体験中↑↓） 
                                  

 
                 
（視覚障害者が車いすの利用を想定）  （指編みで心を編んでいます） 

  
 

 

社会福祉法人 広島市安佐南区社会福祉協議会 安佐南区ボランティアセンター 
〒731-0194   広島市安佐南区中須１丁目 38-13（安佐南区総合福祉センター内） 

ＴＥＬ 082-831-5011   ＦＡＸ  082-831-5013           
Ｅ-mail asami＠shakyohiroshima-city.or.jp 

交流会で体験、制作した手作りマフラーは、福島県南相馬市仮設住宅「土日お茶会サロン」でご活用いただ

き、点字カレンダーは、福島県南相馬市鹿島地区福祉サービスセンターから南相馬市の“点字ブロックを考え

る「歩みの会」”を通して視覚障害者へ送っていただきました。 
                           （協力：広島市被災者支援ボランティア本部） 



 
 
 
 
 
 

キラキラ広場は、心に病のある

方が、お互いに支えあいながらグループ

きる“憩いの場”です。ほんわか

メンバーさんに寄り添うボランティアさんも

ます。また、メンバーさんの自主性

 このキラキラ広場に、「心の病の

終了後お手伝いくださり、新たな

                 

                   

                     

                     

                   

みんなで作ったＸ‘mａs ケーキ  ボランティアさんも

  

                     

             

 

 

 

 

 

 

バスハイクにも 

行っています！ 

 

 

 

 

 

 

 

キラキラ広場

キ ラ キ ラ 

キラキラ広場  

☆日時：毎週木曜日（第 5 週はありません

    10:00～15:00（短時間の

☆場所：祗園福祉センター（祗園公民館隣

☆活動内容 

季節のイベント・茶話会・食事会・外出

ボウリング・運動・散策・音楽会・ゲーム・カラオ

活動内容は、みんなで話し合って決

 

東北３県の新聞社４社（

作成した特集新聞『３．

すか？ 

東日本大震災の「あの日

を紹介しています。この

すので、ぜひ、お立ち寄

ある方がより暮らしやすい地域生活を送れるよう

えあいながらグループ活動を行い、生活や病について、いろいろと

ほんわか♡ 暖かい雰囲気で、優しい空間に穏やかな

うボランティアさんも、ここにいて、一緒に楽しんでいる

自主性を上手く引き出してくれています。 

の理解と支援のためのボランティア講座」に

たな優しい風を吹き入れています。 

                    

                    

                      

                         

                    

ボランティアさんも演奏♪ 

                      

広場 

ひとりに 
 

はありません） 

の参加ＯＫ） 

祗園公民館隣） 

外出プログラム     

・ゲーム・カラオケ等 

決めています 

昨年 12 月上記のボランティア

キラ広場でボランティア活動体験

行なわれていました。メンバーさんがそれぞれ

できることを率先してされる

 新しいプログラムに取り

り、今まで見えていなかったメンバーさんの

ことができ、新たな発見も

輝ける場がそこにありました

後日開催された第 2 回目

アさんの演奏もあり、また

場を一緒に作っているのだと

（岩手日報、河北新報、福島民報、福島民友）が

．１１東日本大震災３県４紙合同プロジェクト』

日」の翌日の各紙トップ記事を再現し、さらに３

この特集新聞は安佐南区ボランティアセンターにて

寄りください。 

ボランティア・コーディネーターの

ちょっと つ 

れるよう、同じ悩みを持った

いろいろと情報交換ので

な時間が流れています。 

んでいる様子がうかがえ

に参加された方が、講座

 

のボランティア講座参加者が、キラ

活動体験した際に、音楽会が

メンバーさんがそれぞれ自分に

してされる姿が印象的でした。 

り組んだことで、視点が変わ

えていなかったメンバーさんの顔を見る

も。一人ひとりが輝く瞬間と

がそこにありました。 

回目の音楽会では、ボランティ

また新たな発見とみんなが輝く

っているのだと感じました。             

 

 

が協力をして

』をご存知で

３県の「いま」

て閲覧できま

ボランティア・コーディネーターの 

 ぶ や き ❤ ❤ 



       みなさまのやさしいことばで、お困りの方を応援してください  

「コミュニケーション支援ボード」をご存じですか？ 

自閉症などの発達障害者をはじめ、知的障害者、聴覚障害者、高齢者 

外国人などの中には、話し言葉による意思疎通や、自分の状況を伝える 

ことが難しく、社会生活を送る上で困難を感じている方がおられます。 

広島市では、障害のある人もない人も尊重しあい、安心して暮らせる 

まちづくりを目指しており、この一環として、話し言葉に代わる意思 

伝達ツールである「コミュニケーション支援ボード」の普及に取り組んでいます。 

 

Ｑ．コミュニケーション支援ボードってなに 

 

 

Q．どこに置いてあるの？ 

 

 

Q．どんな時に使うの？ 

 

 

 

Q．どうやって使うの？ 

 

 

                     

 

ひろしまし 

A．医療機関、デパート、スーパー、コンビニ、公共交通機関、行政機関に置いてあります。また災害時 

には、災害時に指定されている各避難場所に役所から配布されます。 

Ａ．何か困っている…迷子かな…等、不安な様子の方を見かけられたらしばらく様子を見守ってください。 

落ち着いたら、各機関や商業施設にお勤めの方は、職場に置いてあるボードを使用してください。なお、

プライベートでお出かけの際にお困りの方を見かけられましたら、駅員さんやその施設の店員さんにお

知らせいただければ幸いです。 

Ａ．ゆっくり・やさしく・ていねいに「どうしましたか？」と話しかけてみてください。言葉が通じない

場合はコミュニケーション支援ボードを使ってみてください。  

●ひろしましコミュニケーション支援ボードは、広島市のホームページからダウンロードできます。 

A．知的障害のある方、自閉症などの発達障害のある方、聴覚障害のある方、外国人や高齢の方など、

言葉で思いや状況を伝えられない場合に、ボードを指さしていただき、コミュニケーションを図っ

ていただくためのものです。英語、中国語、ハングルの表記もあります。 

このボードが普及することで、発達障害がある人への理解が

進み彼らに関わってくれる人が増えれば嬉しいと思っていま

す。この支援ボードが全てではないかもしれませんが、発達障

害がある方との意思疎通のためのツールとして、それによって

彼らと関わるきっかけの一つとして、多くの人に知ってもらい

活用してもらいたいと祈るような気持ちです 

（広島市手をつなぐ育成会安佐南支部 Ｋさん） 



 

      

 
 

平成２４年度の加入手続きはお済みですか？ 
  平成２３年度にご加入いただいたボランティア活動保険の補償期間は 3 月末日迄です。 

平成 2４年度への加入更新をお願いします。 

補償期間 ：平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日 

（中途加入の場合は加入手続き完了日の翌日～平成 25 年 3 月３１日） 

《平成 2４年度保険料》 

基本タイプ：Ａ 280 円  Ｂ 420 円  

   天災タイプ：Ａ 490 円   Ｂ 720 円  

     （被災地支援に行かれる場合は、必ず天災タイプへご加入ください） 

＊その他、詳細につきましてはお申込み時にご確認ください。 

申し込み開始：平成２４年２月１日～  更新手続き受付中です 

       お早目に更新に来てくださいね！ 

申し込み場所：安佐南区社会福祉協議会  

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おうちでできるボランティアあります！                         

 
～古切手・書き損じハガキ～ 

安佐南区社会福祉協議会では、古切手、書き損じはがきなどを収集して障害者の作業所支援等を行っている

団体の活動に協力をしています。（収集箱はボランティアサロンに置いています）昨年までは「誕生日ありが

とう運動広島の会」へ送付していましたが、活動中止に伴い、今後は、送付先をこの活動を引き継いだ「きら

きら・ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ」へ変更し、引き続き協力していこうと思います。 

 収集された古切手などは、業者に買い取ってもらい、その収益金で広島市内の障害者の作業所、福祉施設な

どへ寄付をされています。皆さまのご協力をお待ちしております。 

＊どんな切手でもＯＫ（普通切手・記念切手・印紙・外国） 

＊切手のまわり１ｃｍ外を切り抜く。破れたり、ギリギリに切ったり、 

折り曲げたり、ミシン目を傷つけたものは収集不可。 

～ペットボトルのキャップ～ 

ペットボトルのキャップを集めて発展途上国の子ども達へのワクチンに！の運動が広がっているようです。 

ペットボトルのふたは、きれいに洗い、乾燥してから収集団体に送りましょう。 

＜お願い＞ 

＊粉砕機が故障する原因になりますので金属類（アルミ・鉄など）は絶対に入れない。 

＊シール（キャップについているキャンペーン用等）は必ずはがす。 

＊大きさは清涼飲料水のキャップサイズ（一般的なもの）かそれ以下のサイズのみ。 

 （調味料、一部メーカーの大きいサイズのキャップは入れないでください。） 

掲載記事へのご意見・ご感想・各講座などへの参加申し込みにつきましては、安佐南区社会福祉協議会まで 
お問い合わせください。(ＴＥＬ:831-5011）安佐南区総合福祉センターへお越しの際には、なるべく公共交通 
機関をご利用ください。車でお越しの際は、第 2・3 駐車場のご利用をお願いします。 




